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　　　　　　　　　　議　事　の　経　過

　　　　　　　　　　◎開議
○議長　　おはようございます。定刻でございます。

　　全議員の出席を見ております。
　　これより本日の会議を開きます。（午前１０時００分）
　　　　　　　　　　◎議案第１号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第１、議案第１号、専決処分承認を求めるについて（三島町手数料徴収条例の一部を改正する条例）を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　専決である内容は分かります。ただ、電子証明書の符号、この符号を取得すれば何回でもそこから戸籍が取れるということですか。

○議長　　町民課長。
○町民課長　　符号というものはいわゆるパスワードになっていまして、３か月間の有効という形になります。３か月間、このパスワードを有効できることになりまして、そのパスワードを取得すれば、例えばパスポートを申請するときにそのパスワードだけ提示すればもう戸籍謄本を出したことになるということになるので、そういった形で３か月間は何回も有効的に使えるという形になります。
○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そうすると、その符号は３か月間だけ有効で、３か月過ぎたらまた取得するという内容でよろしいわけですか。

○議長　　町民課長。
○町民課長　　議員おっしゃるとおりでございます。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第１号、専決処分承認を求めるについて（三島町手数料徴収条例の一部を改正する条例）を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第１号は、原案のとおり承認されました。

　　　　　　　　　　◎議案第２号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第２、議案第２号、三島町体育施設条例を廃止する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。生涯学習課長。

　　　　　　　　　　（生涯学習課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　この条例の確認でございますが、この条例が通り次第、まずグラウンドのトイレ等のある管理棟ですか。あの施設は町が壊して県にあの土地を全部提供するようになるのか。あともう一点は、スキー場、この条例が通り次第、何ですか、施設、ロッジ、あれも全部壊すようになるのかお聞きします。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　まずグラウンドの施設等につきましては、県のほうで取壊しを令和６年度に実施する予定でございます。

　　スキー場のほうにつきましては、令和６年度の予算でロープ等のそちらの撤去の予算を取っておりますので、そちらの撤去を令和６年度に実施したいと考えておりまして、ロッジにつきましては売却等を令和６年度以降検討していきたいと考えているところでございます。

　　以上です。

○議長　　大竹克昌君。
○８番　　売却というのは、誰か欲しい人にいれば売るという方向でやるということですね。土地自体は全部元に戻して地区のほうに返すような形になるということですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　スキー場につきましては、まずはロープ等のほうは撤去すれば土地はお返しできるものと考えております。

　　ロッジにつきましては、もしお使いいただける方がいればお譲りする等をまずは検討してみまして、もしいなかった場合は町で撤去して土地を所有者のほうにお返しするということで考えてございます。

○議長　　大竹克昌君。
○８番　　それがはっきりするのは大分時間がかかるということですか。
○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　そちらのほうを令和６年度に進めてまいりたいと考えております。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。

○３番　　すみません。今ロッジの件なんですけれども、働きかけをするというわけですけれども、実際にいろんなところに情報は流すとは思うんですけれども、町のほうで一応それ全てやってくれる、やってくれるというかやるような方向性は多分立ていてるとは思うんですけれども、その期間、令和６年度中にもし申込みがなかったらロッジを取り壊すとかそういった期間も考えてやっているわけですか。

○議長　　生涯学習課長。

○生涯学習課長　　今ほどのご質問ですが、まずはそういった募集をかけてみて、もしいなければロッジのほうは将来的に取り壊すようになるかと思うんですが、そちらの取壊しのほうの金額につきましてもうちのほうで見積りを取って出しておりますので、その辺は財政のほうとも検討しながら考えていきたいと思います。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。

　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第２号、三島町体育施設条例を廃止する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第２号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第３号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第３、議案第３号、議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。

　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　審議会が開かれたというただいまお話がありましたが、審議会の中で全く反対の意見はなかったのかお聞きします。

○議長　　総務課長。

○総務課長　　審議会は委員10名をもって開催させていただきました。その中では町民の今の現状等々を考えまして、引上げに反対という方もいらっしゃいました。ただ、現在の社会情勢、それから近隣との均衡、そしてまずはやはり議員としての活動を重視し、後進の方等々に誇りを持って活動していただくというようなことからやはり議員の重責というところで、今回町としては提案するというものでございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第３号、議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第３号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第４号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第４、議案第４号、三島町介護保険条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　今ほど説明があった境界層該当者の説明なんですけれども、これはその段階より下げることによって生活保護の支給がなくなるという話なんですけれども、実際の話として１段階とか２段階ぐらい下げたぐらいでそういう状況は解決されるわけですか。
○議長　　町民課長。

○町民課長　　当町においてはそういった生活保護該当の境界層該当者という方はほとんど存在しませんで、例えば大きな市町村ですと、こういったことが生じることが多くなります。なので、なるべく生活保護の適用しない方向の一つの計算方法の中で、そういった介護保険料というものの差を見直すことができるという形になっておりますので、そういうふうな文言の法律の内容となっております。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　そうすると、三島町ではそれに該当する人はいないというふうに考えてよろしいでしょうか。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　当町においては該当者はいません。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第４号、三島町介護保険条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第４号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第５号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第５、議案第５号、三島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）
○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第５号、三島町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第５号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第６号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第６、議案第６号、三島町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。
　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第６号、三島町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第６号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第７号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第７、議案第７号、三島町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　三島町では包括支援センターがこれに該当するわけです。事業所によっては、その中に介護支援専門員を置いたりというふうな条件があるわけですけれども、今の条件に対して三島町の包括支援センターは全てクリアしているわけですか。

○議長　　町民課長。

○町民課長　　うちのほうにつきましては、看護師等を配置しておりますというのがありまして、そちらのほうについて該当しているようになっております。今回の法改正につきましては、その指定介護支援事業所に対して包括支援センターが指定をしたところの支援介護事業所についてこのような条件に基づいてあれば、今度包括支援センターと同じ要支援１、２のケアマネジメントをすることができるというような今回の改正内容になっております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第７号、三島町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第７号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第８号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第８、議案第８号、三島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を議題といたします。
　　説明を求めます。町民課長。
　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第８号、三島町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第８号は、原案のとおり可決されました。
　　お諮りいたします。休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　11時10分まで休憩といたします。（午前１１時００分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午前１１時１０分）

　　　　　　　　　　◎議案第９号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第９、議案第９号、三島町給油施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を議題といたします。
　　説明を求めます。地域政策課長。
　　　　　　　　　　（地域政策課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第９号、三島町給油施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第９号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第10号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第10、議案第10号、三島町食鳥処理施設設置条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。
　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）
○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　前回の処理場の月額が１万2,400円。それで新しく出来上がった処理場が７万9,800円とかなり大きくなっております。この前の条例のスタンドもそうですが、改めてお聞きしますけれども、この毎月指定管理として払うお金の暫定出し方、これはどの指定管理の場所も中身は一緒でこの金額が決まっているわけですね。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　まず使用料の算定の方法につきましては、事業費がかかっております。その事業費の耐用年数、残存価格10％までの償却を行いまして、それをその建物ごとの耐用年数、まず、国の国税庁が定めます償却資産の耐用年数表に基づきまして算定を行ってございます。食鳥処理施設ですと、総事業費が建物本体で２億9,700万円ということでありますのでそれを31年で除しまして、それを今度12か月、すみません。訂正いたします。総事業費に10％、いわゆる減価償却をかけまして31年耐用年数で割ります。それで出しまして、それを月額で割った結果の金額ということになりますので、そういった形で各施設、ガソリンスタンドでも同じような算定方法で使用料を定めているところでございます。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。

○３番　　条例のほうはよろしいんですけれども、この開発計画、雇用計画ですか。これ一応資料として配られてあるんですけれども、加工品を作れるようになっているわけですけれども、令和６年度から始める加工品について、（「18号資料です」の声あり）すみません。これ18号なの。大変申し訳ありませんでした。条例に関しては別に問題ありませんので、失礼いたしました。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第10号、三島町食鳥処理施設設置条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第10号は、原案のとおり可決されました。

　　　　　　　　　　◎議案第11号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第11、議案第11号、三島町農林水産物加工品等展示販売施設設置条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。特命担当課長。

　　　　　　　　　　（特命担当課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第11号、三島町農林水産物加工品等展示販売施設設置条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第11号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第12号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第12、議案第12号、三島町町営住宅等条例及び三島町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　すばらしい条例だと私は思います。付け加えるのであれば、もっと早くやるべきだったと思います。ただし、今度は誰でも彼でも分からない方が入りたいというふうに来られる場合もあると思いますので、よくその辺は調べて入ってもらうような形を取っていただければと思いますのでお願いいたします。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　今ただいま議員ご指摘いただきましたこと、まず入居の問合せがありました際にどういったあれですかということもヒアリングさせていただきます。入居がそれで一応可能だということであれば入居の許可を出す。その際、入居の今度は手続等に来ていただきますので、その際にも町営住宅の使用料を示しまして、きちっと内容を確認していただいて、それで納得して入っていただくとそういう様々な手続を行って入居していただいていますので、今後もそのような形で進めていきたいと思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第12号、三島町町営住宅等条例及び三島町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条例を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第12号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第13号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第13、議案第13号、指定管理者の指定について（三島町老人休養ホーム）を議題といたします。

　　説明を求めます。地域政策課長。

　　　　　　　　　　（地域政策課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　すみません。今のふるさと荘の件に関しては、報告である程度の利益を上げているのかなというふうに思いましたけれども、これとは別に指定管理者の選定委員会の報告が入っていますよね。一緒に入ってはいたんですけれども、これは聞くところによると課長、全員での報告というふうになっているんですけれども、実際にふるさと荘のほうに行っていろいろな状況を確認しながらの報告なのかどうなのか。日帰り温泉の中ではやはりいろいろお話を聞いていると、掃除が行き届いていないんじゃないかというような利用者からの声も出ているのね。そういった内容も踏まえて、指定管理のほうの内容的には別に問題はないのかなというふうに思うんですけれども、ただこの選定委員会、全部の施設に関して選定委員会を行っているんですけれども、これ実際にどういうふうな形で行われているのか、ちょっとその部分をちょっと全体を踏まえてお聞きしたいんですけれども。
○議長　　副町長。
○副町長　　私、選定委員会の委員長を務めておりますので、私のほうから答弁させていただきます。

　　選定委員会につきましては、基本は提出した書類、そしてあと担当課長さんたちがおりますので、そちらのほうの状況の説明、そういったものを含めて判断しているというところでございます。
○議長　　五十嵐健二君。

○３番　　そうすると、提出された書類のみで一応判断をしているというふうに理解してよろしいわけですか。

○議長　　副町長。
○副町長　　先ほど申しましたように担当課長それぞれおりますので、それ以外にも利用者はいるかと思いますけれども、行った方です。何でしょう、現地のほうで確認したそういう状況も聞きながら判断しているというところでございます。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　ふるさと荘、指定管理ということで伊勢屋さんが入っていただいて頑張っていただいてると私も思います。何ら反対はありませんが、ただもう最後のページに課題ということで宴会の対応、または地場産品等を使った食事の提供、これは当初から目標として伊勢屋さんもやろうとしておりましたが、今後あれだけの座敷があります。ああいったところで宴会等を本当にやろうとする、何でしょうか、方向性などあるのか、分かる範囲でお伺いします。

○議長　　地域政策課長。
○地域政策課長　　運営をしているカミムラ様のほうにちょっと８月にお話をする機会がありましていろいろ今後のことについてお話ししたんですが、宴会というか昔みたいに大きな宴会まであれなんですけれども、食事提供も含めてちょっと新年度から取り組んでいきたいと。ただ計画でもありますが、宴会で大きな金額が上がっていないので、そこが厨房を使ってというのはちょっとまだ確認は取れていないんですけれども、そのような形でちょっとお食事提供も考えていくということでしたので。昔みたいなちょっと大宴会というのはちょっとなかなか今すぐは厳しいかもしれないですが、少しずつ食事のほうの提供は考えていきたいということでした。
○議長　　大竹克昌君。
○８番　　できれば調理場もありますので、調理の免許を持った方、町内におられる方おられると思います。弁当等作っている方、そういった方を調理場に招いて宴会などできれば。座敷がやはり一番広いので、この町では。使えると思いますので、ご検討いただきたいと思います。

○議長　　地域政策課長。

○地域政策課長　　指定管理者、この決裁いただきましたら管理協定も結びますので、その際には議会からもこういう要望があったということはお伝えしたいと思います。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第13号、指定管理者の指定について（三島町老人休養ホーム）を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第13号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第14号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第14、議案第14号、指定管理者の指定について（三島町高齢者生活福祉センター）を議題といたします。

　　お諮りいたします。日程第14、議案第14号から日程第15、議案第15号までは、五十嵐健二君に直接の利害関係がある事件と認められますので、地方自治法第117条の規定により除斥としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、五十嵐健二君を除斥とすることに決定いたしました。

　　五十嵐健二君の退場を求めます。

　　日程第14、議案第14号、指定管理者の指定について（三島町高齢者生活福祉センター）を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第14号、指定管理者の指定について（三島町高齢者生活福祉センター）を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第14号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第15号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第15、議案第15号、指定管理者の指定について（三島町高齢者自立支援住宅）を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第15号、指定管理者の指定について（三島町高齢者自立支援住宅）を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第15号は、原案のとおり可決されました。
　　五十嵐健二君に関する案件は終了いたしました。五十嵐健二君を入場させてください。
　　　　　　　　　　◎議案第16号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第16、議案第16号、指定管理者の指定について（三島町情報物産館）を議題といたします。

　　説明を求めます。地域政策課長。

　　　　　　　　　　（地域政策課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第16号、指定管理者の指定について（三島町情報物産館）を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第16号は、原案のとおり可決されました。
　　お諮りいたします。昼食休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）
○議長　　13時10分まで休憩といたします。（午後０時０４分）

◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午後１時１０分）

　　　　　　　　　　◎議案第17号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第17、議案第17号、指定管理者の指定について（三島町農林水産物処理加工施設）を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　前回、指定管理者になるこの加工場施設でございますが、いろいろもめて今現在続いております。そういった中で今課長さんの中で説明がありましたが、赤字、俗に言う赤字ですが、1,000万円以内に収まっている。再確認ですけれども、1,000万円を超えた場合は町が補塡する。そういう話は今はない。続いているんでしたっけ。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　昨年度５月にこの加工場の運営検討委員会、坂下町のほうで行われまして、その際に赤字の数字を出してきたものですから、これはあれですか、撤退するとかやめる、赤字を補塡してくれということですかということは確認しました。そしたらそれはその考えはないということですので、あくまでも経営は続けていく。かつ1,000万円以下の赤字に抑えて経営を続けるという確認をしておりますので、先ほど申し上げましたとおり、来月、また運営検討委員会がございますので、私と副町長が出席しますので、再度その点につきましても強く確認してまいりたいと思います。

○議長　　大竹克昌君。
○８番　　この点をちょっとはっきりさせていただきたいと思います。あと、アドバイザーであるアベ氏、ちょっと体調が優れなく入院されたと思ったんですが、今のこれからのあれを見ますと相当数な体に負担がかかるようなものもあるのかと思われますが、その辺は大丈夫なんですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　アベ氏につきましては、昨年の春先から体調を崩されまして、私たちも心配していたところなんですが、一応大丈夫だということで８月からアドバイザーということで再度就任していただいております。現在も体調につきましては問題なくということで、週３日程度で勤務していただきながら、様々な加工品の開発、そして販売先の強化等に現在も努めていただいているところでございます。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第17号、指定管理者の指定について（三島町農林水産物処理加工施設）を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第17号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第18号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第18、議案第18号、指定管理者の指定について（三島町食鳥処理施設）を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　先ほどはこれの質問をしてしまって申し訳ありませんでした。

　　それではまず、今度、会津地鶏ではなくプレミアム会津地鶏という名前になるわけですか。まずその辺のところを確認したいと思います。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　従来の生産ですと、会津地鶏というのはこれは一つの地鶏の名称、28銘柄ある中の一つの名称でございまして、これまではそこに三島町産というような頭をつけて、冠をつけて販売していたということでございます。先ほどの説明の中でも申し上げましたが、現在会津地鶏を生産しているのが、会津若松市にあります会津地鶏ネット、そしてみしまやでございましたが、これからは飼育のほうを会津地鶏ネットのほうに委託しましてそれを買い付けるという形になります。そうすると三島町産というようなまず名前がつけられなくなるということがあります。そこで、別途、以前から話があったということで、肉質をさらに歯応えのある地鶏が欲しいということを受けまして、それを飼育日数を増やすことによって歯応え、うまみ等が増すということもありますので、そういったことで付加価値を高めるという意味でのプレミアムという名前を使って会津地鶏を販売していきたいということで、指定管理者のほうから話を受けてございます。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　町としての考え方な。今までブランド化を目指して三島地鶏という名前でずっと宣伝してきたわけですよ。今度その三島が外れるわけですよね。今までやってきたことはいろんなお金をかけて三島の地鶏をブランド化させるために努力してきたことというのは町としてどういうふうに考えているわけですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　これまで20年ほどそのような形で進めてまいりました。三島町という名前がつけられなくなるというわけではないんでしょうけれども、やはり何ていうんですかね。会津地鶏そのものは変わらないというような認識でおりますので、我々ＰＲする側としましても三島で生産しているという言葉は１年間ほど使えなくなると思いますが、ただ会津地鶏そのものは変わらないという認識でおりますので、かつ三島町の新しい食鳥処理場からそこで処理しまして出荷、販売されるということですので、そういった面も強調しながら販売拡大にはつなげていきたいというふうに考えてございます。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　この会津地鶏の現状という中にも出ていますけれども、ここの中で三島町産会津地鶏としてほかの会津地鶏とは差別化して販売しているというふうにここにも表現されているわけですよね。それは今度そうではなくなるわけですよね。はっきり言って。ここで育てるわけではないので。今までやってきたことは全てなくなってしまうような形になってしまうと思うんですけれども、今後どういうふうな形でそれを売り出すような形になるわけですか。町として今後宣伝とかそういった形でやっていくのに、今まで三島地鶏とやってきたから、急に名前を変えてこういうふうにしますから協力してくださいと言ったって「はい、分かりました」と簡単に返事できるわけですか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　その辺につきましても先月の全員協議会でご説明申し上げましたが、我々も１月15日に社長さんが直接来られましてこういう形になるということの説明を受けまして、非常にびっくりしたということでございます。何とか生産できないのかということの話もしましたが、やめるわけではないので、取りあえず休止した上でさらに質の高い会津地鶏を生産したいというようなことでございますので、さらに新しい食鳥処理場ができました。それによりましての処理、羽数とかさらに品質の向上にも見込めるということもございます。そして併せて加工品等もできるわけでございますので、そういった部分を別な強みからＰＲしていければというふうに考えてございます。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　私はそういうことを言っているんではなくて、今まで三島地鶏という形で一生懸命やってきた町の施政、それが業者のほうの都合でこういうふうにしますよと言ったときに「分かりました。じゃあそうしますよ」というふうな態度を取って考え方を切り替えることが簡単にできるんですかということを聞いているんです。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　正直なところ、本当にまだ我々もいきなりまだ１か月ほどしかたっていませんので、なかなか切替えは難しい部分はあります。ただこれからも継続的にみしまやさんのほうとは話をしまして、ましてあれだけ大きな鶏舎を持っておりますので、いずれ元の形には戻していただきたいというような話は継続的に続けていくということは考えてございます。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　継続的にお話をしていって、行く行くは三島地鶏としてまたやっていくというような方向性で町で進めるというんでしたら町の考え方は分かりますけれども、実際に業者のほうではそのように考えてこれからやっていくつもりでいるわけですか。その辺のところの話合いってやっているわけですか。
○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　１月15日以降、私も社長さんと何回かお会いしまして、ちょっとびっくりしてこういう話でいきなり我々も納得できないよ。恐らく議会に説明してもこのような話になるであろうということは十分伝えてございます。ただ、今のところ取りあえず先ほど言いましたけれども、コロナ禍でやっぱり若干影響を受けておりまして、かつ飼料も高くなっているということもございましたので、そういった社会情勢を見極めながら生産の話もございます。ですので、我々としてはやはり元のスタイル、あそこの鶏舎を使いまして、今までどおりのような飼育体制を強く望んでいきたいということは考えてございますので、これからも継続的にみしまやさんとはお話を続けていくということは考えてございます。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　ぜひ、できればそのように元に戻していただきたいというふうに考えております。
　　それともう一つは加工施設ですね。今までは外注で出して加工品を作っていたわけですけれども、今度はあの場所に加工を作れるような施設を設けたわけですから、これから人を探してとなるとなかなか時間的な問題も出てくるのかなというふうに考えますけれども、実際に６月にというふうにここに書いてあるわけですよね。製造計画。６月にこういった加工品を作りますよと品物をいろいろ上げておくのはいいんですけれども、これは町のほうで指定管理としてやっているやつなのでしっかりとした計画が必要だと思うのね。令和６年より加工施設を利用するというのであれば、いつぐらいに人を募集して大体いつ頃から始めたいというようなところまでやっぱりしっかりやっていかないと、せっかく加工施設を造ったのに全然稼働していないというような話になれば、これまた問題になってきますので、その辺のところもちょっとお聞きしたい。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　今ほど議員ご指摘いただいたとおりだと思います。まず、これはざっくりとした計画でございますので、今後令和６年度のいわゆるタイムスケジュール、７年度のタイムスケジュール、８年度のタイムスケジュール、この３か年のきちっとしたいわゆる進行表を社長さんのほうに示していただきまして、どのような進捗で進んでいるのかということも我々確認しながらきちっと施設が有効活用されるように、社長さんとも今後とも話を進めていきたいと思っております。

　　以上です。

○議長　　五十嵐健二君。
○３番　　今までやはり地鶏関係は町のほうでも力を入れていろんな宣伝、関係のほうの予算だとか取って議会も通っているわけです。私たちも実際にそれを議会で採決してやっているわけですから、それがいきなりこういうような形になってくるとやはり納得できないところが出てくるのね。その辺のところはこれからしっかりと指導していっていただいて、今こういう形でやるんだと言われてもこっちは納得できませんので、行く行く元に戻すんだという考え方で三島地鶏というふうな名前がせっかくここまで大きく広がっているわけですから、その点のところは十分留意して進めていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　本日、議会の皆様よりご指摘いただきました点につきましては、しっかりとみしまやさんのほうに伝えまして、本当に今後、施設を有効に生かせるように、さらに財源に生かせるように進めてまいります。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。菅家三吉君。

○７番　　今回この件についてちょっと細かい話になってしまうかもしれませんが、今、三島町のふるさと納税とか、もろもろ三島町産の会津地鶏返礼品を使っていると思うんですけれども、その辺は今後継続して三島町産をうたって返礼品として使っていけるのかが一つと、あとは、今現在チラシ等々で生産から加工までうたいながらＰＲしているものが多数印刷物も含めあると思うんですが、今度それをほぼみんな回収しなきゃいけない状況になると思うんです。年度初めから。その辺の対応はどこがするのかという部分をちょっとお聞きしたいと思います。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　まずふるさと納税につきましては、何年かに１回審査があるということで担当より聞いてございまして、その審査が今年度になる、まだあるということですので、現在のところは会津地鶏がふるさと納税の返礼品として使えるということでございますが、その後の審査後につきましては、いわゆる肉として地元で生産している肉でなくてほかから持ってきたのを加工して出す。例えば、魚とか釣り上げた場所によって何々産ということもありますので、そういったことを含めて、今後ふるさと納税の産品として可能かどうかを総務省の担当となりますので、そういった調査が来ますので、そういったところとしっかり突き合わせて今後検討していくということになります。

　　併せましてパンフレット関係ですね。確かに今まで黒い縦長のものを作ってございました。最近品切れしておりまして、今年、昨年度も作っておりませんでしたので、町内にあるものにつきましては町で作ったものですので我々の責任において回収していくということで進めていきます。なお、今年度あのパンフレットをまた新たに作りたいと思いますので、そういったところをきちっと内容を三島で処理、加工、販売している地鶏だよということも、何が強みかということも含めまして、そういった内容を皆さん、町内で使っていただいている飲食店等もございますので、そういった方々も含めて協議しながら中身、新しいパンフレット等も作っていければと思います。

○議長　　菅家三吉君。

○７番　　確かにそういう経過をたどることになるんだろうと思うんですが、今まで三島で生産して、今五十嵐議員からもあったように、三島で一貫して生産して加工までというのが本当に売りだった。私も実際携わらせてもいただいて、お客さんと直接お話の中で三島で育てています。加工も三島でやっているからこの味を保てているというところが正直セールストークではあったんですけれども、これからそれができない。強みが１つなくなってしまうという私はこういう話を議会議員という立場で聞いているんですけれども、実際、今、今日現在、これを町内の事業所、三島産の会津地鶏を愛して使っている事業所の方がどれだけここまで把握しているのかというのを私はとても疑問というか大丈夫かなと心配に思っているんですが、その辺は実際、一事業所としてはみしまやさんのほうから何の連絡もいまだに私のところにはありません。ほかの事業所に関しても恐らく同じだとすれば大変危ういなと感じているところでありますが、その辺はどうでしょうか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　まさに議員ご指摘のことなんですけれども、社長さんにも確認しまして、まず三島町で生産しなくなると、一旦休止するということについては東京方面、関東方面、そして会津、広く三島町にはもちろんですけれども使っていただいています。そこは生産者の責任、今まで売ってきた者の責任としてきちっと説明してくださいと。納得するようにということは申し上げてございますので、今後もそういった形でのいわゆる生産者、販売者としての説明責任は果たしていただきたいということは強く今後もさらに継続して伝えていきたいと思います。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。二瓶俊浩君。
○６番　　今、五十嵐議員、菅家議員が質問されていたとおり、この食鳥処理施設というものはやっぱり三島で育てて三島での三島産というものの売りで20年やってこられて、今約３億円の投資をしてこの施設を新しく新築したと。その新築前には、今まで当然古くなったのでということもあるんですが、今までの三島で預かって処理をしている三島産プラスほかのものを持ってきてそこの会津地鶏ですか、そちらの解体のほうも仕事もできる。かつハムであったりそういういろいろな加工の場所も今準備したということで、これでやらせていただきたいというようなお願いのもと、３億円もの投資をしてこの食鳥処理施設を「じゃあいいだろう」と頑張ってやってもらうために何とか町で努力してやっていただこうということで決まっていった経緯ということであろうというふうに思うんですが、できた途端に三島産はやれません。会津の若松ですか。もう一社でやっている鶏を全面的に持ってきてそれを処理しますと。これはちょっとできてからその話はちょっと違うだろうということを非常に強く感じます。そこで、これをやはり指導できるのは町しかないんですよ。町がみしまやさんでどなたが話に来られたのか分かりませんが、１月に来てそのようにしていくというのでそのようになりますと言ったことで、町民の方、まして議会我々がどうして納得していけるんだと。言っていることとやっていることが違うんですよ。受入れ、それをそうだなという町も非常に疑問を感じます。やはりしっかりと今まで言っていたように、食鳥処理、今まで1,300ですか。実際、位程度やってあったから。今、単純にして月に2,000羽できるということは年間にすると２万4,000羽ということで、その間が空いているんだ。だったら今まで三島でやって育ててるいのをちゃんとやり、かつできるようになった。そのようにしてちゃんとその約束をできるわけなんだ。それなぜ今になってそうなの。そのことが一番問題じゃないのかというふうに感じるんですけれども、何かその点を何か全然問題にしていないで、いや地鶏あれだから。餌が上がったから。そんなことじゃないんですよ。今までやってきたの。そして、関係議員たちみんな実際それを販売しよう、そしていろんなことに金をかけてきました。いろんなイベントに参加し、地鶏振興どうのこうのと。全てパアですよ。それではおかしいだろうというのがみんなの意見であろうというふうに思いますが、しっかりとした町の考えを聞かせていただきたいんですが。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　今ほどの二瓶議員のご指摘のとおりだと思います。我々も先ほど再度繰り返しになりますが、１月の15日にそのような話を受けまして、この言い方が適切かどうか分かりませんが、後出しじゃんけんであると私も本当に感じました。その後も何度か社長さんともお話ししましたが、取りあえず一旦やめるわけではない、休止するということも含めまして話ししておりました。ただ、今本当に皆様からご意見をいただいております。そして私も若松市内の飲食店、地鶏屋さんの肉を使っているところに行きまして、ちょっと若干遠回しに話してみたんですけれども、やっぱり三島町という冠を気に入って使っているという声もありましたので、やはりこういった声を私たちもきちっとまず伝えていく。そして、町も議員ご指摘のとおり約３億円かけて造った施設でございますので、そこで三島町のいわゆるブランド三島産会津地鶏というブランド名で売ってきてございますので、そういった過去の経緯もきちっと踏まえてのことをやってほしいということをやっぱりこれはきちっと今回本当に皆さんから強く声をいただいていますので、早速、本当社長さんのほうにこういう声をいただいたんだということをきっちりとしっかりと伝えて、そして今後、あそこの鶏舎でまた再び飼育を再開するというようなところまで我々としては話はしていきたいというふうに考えております。

○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　いや、考える、当然なんです。それは当然なことであって、造るときにそれでみんな応援してやっていこう。町の、何ていうんですか、１つの何ていうのかな。三島町の１つの売りにしていこうということで決めたのにそれはちょっとおかしいので、実際に今鶏舎もあるんですし、今までやってたものをできるはずなんです。かつ、今できたものによって空いている数をこなせる分があるので、今までどおりそれを続けていってくださいよと。それは絶対条件ですよと。やるのが当然である。それがやはり町にとっての一番大事なことであろうと思うので、休むとか休まないとかじゃなくて、こういうことでやるんだと、言ったことをやってくださいよと。やはりそれはしっかりと約束は守っていただくべきだろうと。誰が考えたっておかしいというふうに思うと思いますよ。それをしっかりすること。

　　と、あと令和６年度にその部門の配置というものであって、初め８名で６年度は行っていくというようなことのようですが、さっき五十嵐議員からもあった加工品の部分ですね。これ、もう建物はできているんですけれども、６年度はもうそこのところは使わない。人員的にはその者がいないんですよね。ということはそのスペース、その作業場というものはもうやらない。６年度においては一応検討するのかどうかということでやらないというような感じになってしまうのかということだと思うんです。加工もしたいんだということのために加工のスペースも確保していろいろな備品等も準備しているはずなんですよ。なのに、計画にははや建物ができて設備ができているのにその分もなっていないと。この件においても非常におかしいのではないかと思うんですが、その点はどのように考えておりますか。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　こちらも本当にざっくりした経営計画であるなというふうには感じてございます。その中で加工品としましては、丸焼きはまずスチームコンベクションという機械がありますので、そちらを使ってまずやっていくということは受けてございますので、人員もこれから募集をかけていくということを伺っております。
　　やはり先ほど申しましたとおり、高額な資金をかけて建てた施設でございますので、やはり遊んでいるというような認識、施設を遊ばせるようなことがないようにということもやはり我々貸し出すほう、使っていただくほうとしましては、きちっと話をして、再度詳しい今後、先ほど言いましたけれどもスケジュールですね。こういった形で進めていくんだということをやはり明確に示していただくように、今後きちっと社長さんと話をしまして、もし必要であればこちらに来ていただいて、本当に議員の皆様にもう直接この議員の皆さんの声を聞いていただくということも大切だと思います。必要あれば社長さん、いらっしゃるということですので、そういったことも含めて、あの施設、本当に３億円かけている施設でございますので、無駄のないように、有効に、そのように使っていくという形で指導していきたいと思います。

○議長　　二瓶俊浩君。
○６番　　ざっくりとしている計画だななんて感じていること自体が遅いんです。やはりこれはまずしっかりと指導しなければならないものであろうと思いますので、先ほどのやはりここでの飼育、そこでの処理、そしてここでの加工、しっかりとした町の指導が本当はそっちもそこが足りないのかなと逆に思いますので、しっかりとその点をやはり伝えて約束を守っていただくというふうにしていただくことが一番大事だと思いますので、お願いいたします。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　すみません。先に。今ほど皆様、議員の皆様からご指摘いただいた件につきましては、本当再度繰り返しになりますが、しっかりと伝えていきたいと考えてございます。

○議長　　町長。

○町長　　今課長がお話ししたとおり、あれは４人の議員の皆さんからいろいろご指摘があって根幹に関わることだなというふうに考えておりましたので、課長、小平社長と一緒に、私、会長と一緒にしゃべって、やはりあそこの鶏舎は取り壊さないで、あそこでやはり、三島地鶏というものを整備していただきたいなというふうに考えて、その辺は強く言います。そういうことで、ご了承願いたいというふうに考えております。
○議長　　ほかに質疑ありませんか。菅家三吉君。
○７番　　すみません。最後１点だけ。

　　取りあえず、今後、従来の三島町産での会津地鶏の飼育は行わず、150日間の鶏を今後７年度、８年度と育てていくという計画ですけれども、今現在、地鶏のもちろん生産に当たり飼料の高騰も含めて会津地鶏自体の単価が高くなっていて仕入価格が高くなっていると思うんですが、今度プレミアム地鶏というものの製品になったときに、私素人なんですけれども、なお高くなるというイメージがあるんですけれども、もし仮に現状より地鶏の製品の価格が高くなった場合に、地元の飲食店、旅館さん、購入している販売業さんたちはもう今でさえなかなかきついのに使いづらくなる、仕入れしづらくなる状況があると思うんですが、その辺は事業所の人たちはどのように思っているのか。今公金を使って工場を造ったわけですけれども、去年の議会でも私、少しお話しさせていただきましたが、公金を使って建てるこの地元の町民に対して何のメリットがあるのか。もう少し考えてほしいような質問をさせていただいたと思うんですが、なお一層、仕入原価が上がったりとかということになりますと本当に使えなくなってしまう。何のために地元でお金を出してやっているのかという意味が全然分からなくなってしまうと思うんですが、その辺だけちょっとお答えいただければと思います。

○議長　　産業建設課長。

○産業建設課長　　まず議員ご指摘のプレミアム会津地鶏につきましては、先ほどもご説明申し上げましたとおり、関西方面の顧客の要望によるということでございますので、そちらの販売につきましてはまた別としましても、しばらくの間はいわゆる会津地鶏ネットで生産したものを処理、販売するというような形になります。そこの値段につきましては、今後、多分飼料価格等の推移もあると思いますが、値上げとかはまだ具体的には分かりませんが、ただ三島町の地元の飲食店に使っていただかないでは本当に会津地鶏、皆さん、今まで使ってきていただいたという経緯もございます。そして、三島町に来ればこういったおいしい地鶏の料理が食べられるんだよということにもつながりが途絶えてしまう可能性もありますので、やはりそこは先ほど皆様からいただいた声もきっちりと整理しまして、いわゆる地元でちゃんと使っていただけるような値段設定も考えてくださいということも、その辺も含めてきっちりしっかりと伝えていきたいというふうに考えてございます。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第18号、指定管理者の指定について（三島町食鳥処理施設）を採決いたします。

　　この採決は、起立により行います。本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。
　　　　　　　　　　（賛成者起立）
○議長　　起立多数。

　　よって、議案第18号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第19号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第19、議案第19号、指定管理者の指定について（三島町農林産物加工品等展示販売施設）を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。大竹克昌君。
○８番　　今ほどの三島町農林産品加工品等展示販売施設ということでざっくり桐の里産業と言わさしてもらいますが、申請者、いまだに副町長の小堀庄太郎氏であります。今までこの桐の里産業、先ほどの会津地鶏もそうですが、町では相当の金額を投資し動かしているものであります。そういった中で、桐の里産業株式会社、今現在、人数、いろんな方が、スタンドもそうでありますし、労務班もそうでありますし、いっぱい入っております。そういった中で問題視されていたのが取締役社長の下に入る切り盛りする方ですね。今現在この人の募集というのは町でやっているんですか。

○議長　　産業建設課長。
○産業建設課長　　代表取締役、副町長である小堀が務めているところでございます。その下にいわゆるマネージメントを行う各部門、農業班、ガソリンスタンド班、そして道路班とか様々ございます。それを取りまとめる方ということでは今のところございません。在籍しておりません。それで募集という形は最近は行っていないというふうに認識しております。

○議長　　大竹克昌君。
○８番　　そういった経緯の中で、この後の桐タンスさんの話も出しますが、社長が町長であり桐の里産業の取締役も副町長の小堀氏であります。そういった中で経営はうまくいっておりません。やはりこれは公務員が上に立ってはうまくいくものでは私はないと思っております。絶対に黒字にするという考えのもと動くような方をやはりつけなくては成り立っていかないと私は考えます。是が非でも町外の方でも探して、これだけ人数がそろっていますのでうまく人数を動かして、いらないものはいらない。要るものは要るでやはり黒字にする努力が大事かなと。どうしても、町が、各課が経営をしているような会社に私は見えます。そうではないと思いますので、その辺はご検討いただきたいと思うのですがいかがでしょうか。

○議長　　町長。

○町長　　まず桐の里産業ですけれども検討はしたんです。大谷の人がやりたいということで来たんですけれども何か調子悪くてやめるということで、そういうのもいろいろあって経営も不安定になって、お互いに専務みたいな形で入っていただいたんですけれどもなかなかうまくいかなかったということで副町長に代理というか、継続してまた副町長の立場の人が。私、会津桐タンスもそうですけれども、最初、話したほうがいいなというようなことでいろいろ内部で話したんですけれども、役場の町長、ずっと歴代そういう立場にありますので受けざるを得ない。受けざるを得ないというのは、恐らく大体はもしいろいろな品物が売れなくなったり、あるいはいろいろやっぱり役場の援助というのかな、そういう考え方が必要なのかなと思って結果的には受けたという形でございます。
　　本来だと民間でやっていただければいいんですけれども、何回か前も経営者さん、知り合いの経営者さんも募集したんですけれども、やってくださいという、そこら中当たったんです。本当は。ところがなかなかいなくて、１人やりたいという人もいたけれども、何ていうか、途中でやめたというようなことなので、非常に不安定なことでいる状態なんです。本来ならば、やっぱり民間ですから、例えばマルシェみたいに民間の人がやっていただくというのが１番かなというふうに考えておりますけれども、なかなかそれができないというふうなことで、現実、ある面では町民の人もそれが自分がそこでやるということになると相当の責任が伴うということで、ある面では我々もそうですけれども赤字の部分については町で雇用の場をつくりながら、ある面ではどっこいどっこいで運営していくというのが現実だったんですよ。だから、本来だとやっていただく人がいればもうとっくにそういうことをやっているんですけれども、なかなかまとまらないというのが現実です。それはやっぱり今言ったように、いろいろやっても農林業の問題とかあるいは赤字になるとか、当然民間の人、民間の人というか分かっているからかなというふうには私は感じております。

　　以上です。

○議長　　大竹克昌君。
○８番　　私も少なからず今町長さんがおっしゃられた話は分かりますが、最初から慣れが生じてこの形が１番だというふうにならないように努力はしていただきたいと思いますし、桐の里産業、これから三島町を恐らく背負って立ついろんなことをやる会社になるのかなと思います。

　　この間の一般質問ではないですが、人材不足は必ず来ますので、先ほどの食鳥処理もそうですが、そちらのほうに桐の里から人員を回すとか何かそんな感じの町で動かすのであればそういったこともいろいろ考えてうまく運営していただきたいなと私は思います。

　　ただ、最後に言っておきますが、本当に慣れ、慣れ、慣れてもうそれが当たり前にならないように考えていただきたいなと思います。

　　以上です。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　副町長が社長という立場を取っていられるのはなかなかそういった部署につく人が募集しても出てこないというような形は分かるんですけれども、株式会社でやっているわけですよね。やはり会社経営というのは営業を目的としてやっていかないと、やはり営業利益を上げていくというのがやっぱり最終的な会社としての利益追求というのは必要なものだというふうに考えます。そうでなければ、そこに勤めている人たちの給料も上がってはいかないわけですよね。その勤めている人たちがもう給料が安くてやっていけないと辞めた場合には今度募集して人が集まるのかという心配も出てくるわけです。

　　ですから、責任役員を決めてその人に会社をいろいろやっていただくというのも一つの方法だとは思いますが、今副町長が兼務でやっているというのは結局副町長は公務として仕事がありますから、経営のほうには余りタッチできないというふうな立場でいるわけです。ですから、できればやはり責任役員というかそういった人を募集して、会社を切り盛りできるような人。今桐の里産業はいろんな部門にわたってやっているわけですから、とにかく会社としての利益を上げるような形。町で今出している助成金というか、そういったものが年々少なくなっていくという、今農協の加工場もそうですけれども1,000万円を切っているような赤字の経営、前から考えると本当に一生懸命頑張っているなというふうに思うわけです。ですから、人が１人入るだけで全然変わってくるわけですよね。会社の経営は。ですから、そういったような形をしっかりとつくっていただいて、なるべく利益の上がるようなそういった会社にしていただければと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。

○議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）
○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第19号、指定管理者の指定について（三島町農林産物加工品等展示販売施設）を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第19号は、原案のとおり可決されました。
　　お諮りいたします。休憩を取りたいと思いますが、ご異議ございませんか。

　　午後２時30分まで休憩といたします。（午後２時１９分）
◇　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　◇

○議長　　再開いたします。（午後２時３０分）

　　　　　　　　　　◎議案第20号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第20、議案第20号、指定管理者の指定について（三島町木材加工施設）を議題といたします。
　　お諮りいたします。本事件は、議長の私が直接の利害関係があると認められますので、地方自治法117条の規定により、私が退場し、その間、副議長の二瓶俊浩君が議事の進行に当たることにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、私が一時退場することに決定いたしました。

　　それでは、副議長、議事の進行をお願いいたします。

○副議長　　では、日程第20、議案第20号、指定管理者の指定について（三島町木材加工施設）を議題といたします。
　　説明を求めます。特命担当課長。

　　　　　　　　　　（特命担当課長、議案書により説明）

○副議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。五十嵐健二君。
○３番　　桐タンス株式会社、やはり桐の里産業と同じで株式会社経営であります。それで、こちらの場合は社長が町長という形を取っておりまして、町長が経営に携わるということは私たちには考えられないというふうに思っております。ただ、これも以前からずっと社長が町長というような形を取っておりますので、そういう形を取っているのであれば、先ほど言ったように責任役員、そういった方がやはり営業収益を上げるために一生懸命やはり営業活動をすべきなのかなというふうに考えております。桐の里産業も最近大変厳しいような状況でありますので、このままいってどういうふうになっていくのかというのは大変、非常に心配であります。ですから、株式会社としての役割、そこに勤めている人たちの給料の件もありますので、しっかりと営業収益の上がるような、そういったような体制を取っていただくことが大変重要なのかなというふうに思いますので、その辺のところをしっかり考えていただきたいと思いますが、その辺のところをどのように考えているか。
○副議長　　特命担当課長。

○特命担当課長　　この３月この議会が終わりまして、３月25日に役員会を予定しております。その中で売上げの向上が期待できるのか。もし売上げの向上が期待できない場合、支出を抑えるためにどのような方法があるか、その辺役員会で慎重協議したいと考えています。

　　その後につきまして、午後から会社のほうの従業を含めた面談というか意見交換的な形も考えておりますので、できれば収入を伸ばして利益を出す。なかなか収益が上がらないような計画であれば支出を抑えるというような形で、役員会のほうで協議した形で今後取り組んでいきたいと考えております。

○副議長　　ほかに質疑ありませんか。

○３番　　ちょっとよろしいですか。現在、やはりなかなかたんすの注文というのが極端に少なくなっているような状況だと思うんですけれども、新潟のほうでもそうですけれども、今はたんす１つではもう営業が成り立たないということでいろんな分野に進出してきているわけですよね。ですから、今桐の里、こっちのほうも桐たんすのほうも小物類という形でいろいろ作っておりますけれども、やはり進出できるような、進出するような場所、そういったやつを見つけることもやはり重要な仕事の一つではないのかなというふうに思いますから、これから営業を歩いてそういった販路を拡大するというのはなかなか難しいところもありますけれども、それをやっていかなければなかなか営業収益が上がらないという部分もありますので、しっかりとその辺のところを会社のほう、町のほうでもいろいろ助言するなりそういった働きをしていただきたいと思います。

○副議長　　特命担当課長。

○特命担当課長　　たんすの売上げにつきましては、令和５年度が14さお、令和４年度が16さお、令和３年度が14さおと３年間10程度のたんすの売上げとなってます。なかなか新しい販売先を探すのもあれなんですが、最近、県立博物館、若松の県立博物館のほうから掛け軸とかをしまう箱を作ってほしいということで４個ほど注文ありまして、売上げですと70万円ぐらいの新たな注文ができたということで、今後県立博物館の営業をかけて、引き続き製品を納めるような形など、そういった形で売上げの確保増に努めていきたいと考えております。
○副議長　　ほかに質疑ありませんか。
　　　　　　　　　　（質疑なし）

○副議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○副議長　　討論を終わります。

　　これより議案第20号、指定管理者の指定について（三島町木材加工施設）を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○副議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第20号は、原案のとおり可決されました。
　　それでは、青木議長に関する案件は終了いたしました。青木議長を入場させてください。
　　以上で議長の任を解かせていただきます。

　　　　　　　　　　◎議案第21号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第21、議案第21号、令和５年度三島町一般会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。

　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第21号、令和５年度三島町一般会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第21号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第22号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第22、議案第22号、令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第22号、令和５年度三島町国民健康保険特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第22号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第23号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第23、議案第23号、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第23号、令和５年度三島町簡易水道事業特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第23号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第24号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第24、議案第24号、令和５年度三島町路線バス事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。総務課長。

　　　　　　　　　　（総務課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第24号、令和５年度三島町路線バス事業特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第24号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第25号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第25、議案第25号、令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第25号、令和５年度三島町農業集落排水事業特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第25号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第26号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第26、議案第26号、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第26号、令和５年度三島町介護保険特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第26号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第27号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第27、議案第27号、令和５年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。産業建設課長。

　　　　　　　　　　（産業建設課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第27号、令和５年度三島町戸別合併処理浄化槽事業特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第27号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎議案第28号の審議（説明・質疑・討論・採決）

○議長　　日程第28、議案第28号、令和５年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算を議題といたします。

　　説明を求めます。町民課長。

　　　　　　　　　　（町民課長、議案書により説明）

○議長　　説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませんか。

　　　　　　　　　　（質疑なし）

○議長　　質疑なしと認めます。
　　討論に入ります。討論ありませんか。

　　　　　　　　　　（討論なし）

○議長　　討論を終わります。

　　これより議案第28号、令和５年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算を採決いたします。

　　本案は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

　　　　　　　　　　（異議なし）

○議長　　ご異議なしと認めます。

　　よって、議案第28号は、原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　◎散会

○議長　　以上で、本日の日程は全部終了いたしました。

　　本日はこれにて散会いたします。

　　ご苦労さまでした。
（午後３時５４分）
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